
１．会社概要（基本情報）
会社名 GIキャピタル・マネジメント株式会社

住所
〒102-0083　東京都千代田区麹町1丁目7番　相互半蔵
門ビル3階

所在地 電話 03-6256-9500
ＨＰアドレス http://www.gicamltd.com/ja/

代表者 リー・チャン・ホ／指輪　英明
金融商品取引業登録番号 金融商品取引業　関東財務局長（金商）第27号

登録年月日 2010/6/1
協会会員番号 012-02616
業務開始年月

資本金 5千万円
受付窓口 高橋　美穂

電話 03-6256-9552
E-mail アドレス takahashi@gicamltd.com

２．運用の特色（投資哲学、運用スタイル等）

2022年6月

長期的に持続可能なリターンをもたらす投資戦略を目標とするプライベート・デット戦略

1. 投資戦略構成：次の3サブ戦略でポートフォリオを構築します。

① ダイレクト・レンディング戦略

② 資産担保付NPL投資戦略

③ スペシャル・シチュエーション戦略

２. 運用体制：アジアを中心に複数のクレジット・サイクルを経験した運用チームとセカンド、

サードラインで鉄壁のディフェンスを構えるリスク・バックオペレーションを整えて様々な局面に

も対応可能な社内体制を敷いてます。また、設立以来、金融商品取引業者として、コンプライアン

ス体制の構築、オペレーション体制の構築を行ってきています。オペレーション体制については、

他の運用資産（実物資産、投資一任など）と一体で体制構築しています。

3. GP出資：運用会社がGPとして設定ファンドAUMの5％の出資をする予定です。投資家様と利害が一

致した立場での運用を重視しています。

4. 機関投資家出資：1号ファンドは国内大手適格機関投資家からシードマネーを受託しました。そ

のため機関投資家が要望する水準の管理体制、レポーティングを提供しています。

5. ターゲット市場の大きな可能性: 今後10-20年、アジアのプライベート・クレジット市場は拡大が

見込まれています。2007年にプライベートクレジット運用が開始され、現在、1.5兆ドルに成長した米

国市場と比べても規模の大きい市場となる可能性があります。
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３．投資に関する意思決定プロセス

４．運用体制

投資機会を査定し、付加価値を実現するための合理化された投資プロセス

経験豊富な投資チームと幅広い戦略を管理するリレーションシップ

ジーン・チョンはニューヨーク州の弁護士資格を持ち、シティグループ、リーマン・ブラザーズ、モルガン・スタンレーでアジアのデット投資責任者を務
めた後、大手ディストレスト・ファンドのアドバイザーとして活躍し、アジアのデット投資に20年以上の経験を有します。
チーフ・ポートフォリオマネジャーのジーン・チョンが構築した現地ネットワークを最大限に活用し、現地の経験豊富なアドバイザーと投資チームメン
バーが運用をサポートします。
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５．運用金額

６．運用実績

20年以上にわたるプライベート・クレジットの専門知識、強固なネットワーク、明確な戦略
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７．アピールポイント

なぜアジア・パシフィックにおけるプライベート・デット戦略なのか？

アジア・パシフィックのプライベート・デット市場（以下、PD市場）は、今後顕著な成長が見込まれ投資家や企業間での注目度が
高まっています。特に伝統的な銀行融資の規制が続く中、企業は代替的な資金調達手段を求め、益々PD市場が活性化すると
見込まれます。主な理由を以下に列挙致します。

１. 銀行融資の制約と代替資金の需要:
アジア各国における銀行の規制強化やリスク管理の厳格化により、従来の銀行融資が難しくなっています。特に銀行がリスク回避
のために特定のセクターや企業に融資を制限する中、プライベートデットは柔軟な資金提供手段としての役割を果たしています。
2. プライベート・エクイティと連動する成長：
PD市場は、プライベート・エクイティ市場とも密接に関連しています。アジアではプライベート・エクイティ投資が急速に拡大しており、
これに伴ってPD市場も成長しています。特にM&A（合併・買収）案件やレバレッジド・バイアウト（LBO）などで、資金の一部を
プライベート・デットで調達するケースが増えています。

3. ESG（環境・社会・ガバナンス）投資への対応:
アジアにおいても、ESG要素を考慮した投資への関心が高まっており、PD市場においてもこの動きが進んでいます。投資家は、
ESG基準を満たすプロジェクトや企業への資金提供を増加させる傾向があり、特にグリーンファイナンスや持続可能なインフラへの
融資が注目されています。

4. 地域別の展開:
中国: 規制強化やシャドーバンキングの抑制政策にもかかわらず、プライベートデット市場は成長しています。特に不動産市場やテ
クノロジー分野での資金需要が高まっており、これが市場の成長を牽引しています。
インド: 中小企業の資金需要が急増しており、銀行融資に代わるプライベートデットが重要な役割を果たしています。特にテクノロ
ジーやフィンテック分野での成長が期待されています。
東南アジア: 経済成長が続く東南アジア諸国では、インフラ開発や新興企業への投資がプライベートデット市場を押し上げていま
す。特にベトナムやインドネシアでの市場拡大が顕著です。

なぜGICAM運用チームなのか？

アジアのPD市場は成長が期待される一方で、リスクも伴っています。特に政治的リスクや規制の不確実性が高いため、デフォル
ト・リスクが上昇する可能性があります。また、経済状況の変動や金利の上昇が市場にどのような影響を与えるかも注視する必
要があります。さらに、流動性の低さや情報の透明性が従来の公開市場に比べて劣るため、慎重なリサーチが必要です。

GICAM運用チームは、90年代後半のアジア通貨危機から長きに渡り当該分野で投資経験を持つチーフポートフォリオマネー
ジャーと、彼の築き上げてきたロカールネットワークが、アジア市場固有のリスクを含めてリスク・リターンを分析し、投資先選定を行
い、投資家のみならず、地域の金融市場の活性化、雇用維持などを通じ、経済と社会へも最良の結果をもたらすことができると
考えています。
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